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年に完成している。船体は長さ 38 m の竜骨に、45本の肋骨を配して外板を
張る西洋式の構造であるが、船首尾などは日本式構造である。推定排水量は約
1800 t、これは当時ヨーロッパ最大最強の軍船として恐れられていたイギリス




















































たたみ こ こ ひつびよう ぶ
の 2「心を畳込む古筆屏風」に日朝貿易での一悶着を描いている。








































































































































































































図 9 『本朝二十不孝』巻 4の 4挿絵（新編日本古典文学全集 井原西鶴集（2）より）
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注⑴⑷ 『日本国語大辞典』（小学館）、「鎖国」の項目による。
⑵ Poet and writer of popular fiction whose novels and stories are now ranked
among the classics of Japanese literature. Also known as Ihara Saikaku.
“Saikaku【西鶴】”, Encyclopedia of Japan.
⑶ Kämpfer, Engelbert, 1651-1716, 1690年長崎に赴任、約 2年間の滞日中に 2回
オランダ商館長の江戸参府に随行した。日本での地理、風俗、動植物などの観察
記録をもとに『廻国（かいこく）奇観、Amoenitatum exoticarum』（1712、ド









⑻ 江戸幕府初代徳川家康は、イギリス人「William Adams 1564-1620」を側近とし
て日本に永住させイギリス型帆船を造船させ、イギリス東インド会社との交渉に
あたらせるなど厚遇した。オランダ人「Jan Joosten van Lodensteijn ?-1623」
の場合も同様であり、オランダ東インド会社との交渉にあたらせた。さらに鎖国
完成後も毎年、オランダ商館長に江戸参府を命じ、国際情勢の把握に努めてい













⒂ 拙稿「江戸時代におけるキリスト教の禁書（An Inquiry into the Forbidden
Books on Christianity in the Edo Period）」『キリスト教主義教育研究室年報
26』（関西学院大学キリスト教主義教育研究室 1998. 3）
⒃ 『国史大辞典』（吉川弘文館）、項目「恩謝使・慶賀使」による。












※1．本論攷は 2017年 11月 25日、韓国・江原大学校日本研究センターにおいて講
演した「鎖国下日本と世界との文化交流～西鶴文学を視座として～」に基づいてい
る。
※2．本研究は文部科学省科学研究費、課題番号「17 K 02480」「上方文壇と地方談林
俳諧文化圏との繋属関係の研究～海川・物流網を視座として～」（平成 29年度～平成
33年度 森田雅也代表）として研究助成をうけている。その成果公表の一部である。
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